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０．昨日の復習 
昨日の授業では 
・セクターが発明された理由は計算効率を上げるため 
・line of Lineの使用例 
・セクターの原理は三角形の相似を用いている 
・line of Superficiesの使用例 

を学びました。 
今日の授業では line of Superficies の目盛りがどのように打たれてい
るのかを証明します。 
 
１．line of Superficiesの目盛りはどうやってうたれているのか？ 
 原典では目盛りを次のように打つと説明されている。 
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(和訳) 
line of Superficiesの分割 

 Superficiesは Euclid原論第 6巻系 29によって相似な辺の比を保つ。
もし第6巻系13により全体と100等分された辺の間の比例中項が見つけ
られるなら、求める分割が含まれるように線分が分割される。なぜかと

いうと、中心が Aで半径が line of Linesと等しいとき、半円 ACBDが直
径 CDと ABが直交するようにする。半径 ADは line of Linesのように
100等分されたとする。ACの半分である AEもまた、次のようにすると
100等分される。半円C10、C20、C30…を中心が AEの分割点となるよ
うに描くと線分 ABは 100個の等しくない部分に分割される。この線分
ABの分割は line of Superficiesとなり、セクターに転送されなければな
らない。しかし目盛りは 1．１．2．3から 10までうたれる。 
※C10,C20,C30は点Ｃと点 10(line of Linesの目盛りでは 1のこと)を結
ぶ線分を直径とする半円。 

 

 
 
なぜこのような分割の方法で line of Superficiesの目盛りがとれ
るのだろうか？ 
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証明の前に事前課題を振り返ってみよう。 
問．下の図で線分 は半円の直径で、点AC Bが線分 上に与えられてAC
いる。点Bを通り線分 に垂直な直線と円弧との交点を点 とする。AC D
このとき、線分 の比例中項は線分BCAB, BDであることを証明せよ。 
(確認)比例中項とは与えられた 2 線分の長さを とするとき、

、つまり となる

ba,
bxxa :: = bax ⋅=2 xのこと。つまりこの問題では

、つまり を示せということ。 BCBDBDAB :: = BCABBD ⋅=2

 
(証明) 線分 をひく。DCAD, θ=∠DAB とおく。 

 

ABD∆ と において、 DBC∆
条件から DBA∠ ＝ =∠CBD    …① 
三角形の内角の和は 180°だから =∠ 90°－    …② BDA

CDA∠ は直径に対する    だから =∠CDA    

また =∠CDB 90°－ …③であるから BDA∠
③に②を代入すると =∠CDB      
よって =∠DAB      …④ 

①、④より(相似条件)               、 
ABD∆ ∽  DBC∆

よって =BDAB :     :     
    ＝         (証明終わり) 
 

☆平方根の作図が可能になる。
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5:2: =AFAG となることを証明しよう。 

(証明) 

 
 

HCG∆ において辺 と辺AC AHの比例中項は   となるので 
AHAGAGAC :: = より       

ACAG 20)( 2 = となるから =AG       

 
同様に において辺 と辺ICF∆ AC AIの比例中項は   となるので 

AIAFAFAC :: = より       

ACAF 50)( 2 = となるから =AF       

 
つまり 

=AFAG :    ：    
＝   ：    

(証明終わり) 
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５．line of Solidsの使用例 

 
 
(和訳) 

与えられた比で立体を拡大・縮小する 
 与えられている立体の一辺をコンパスで測り、与えられた数字の点で

セクターをその長さだけ広げる。その角度を保ったままにし、求めたい

数字の点での長さを測る。それが求めたい立体の一辺である。 
(途中省略) 

 立方体の一辺を Aとおき、2：3の比に拡大する。最初に辺 Aをとり、
line of Solidsの 2-2で広げる。そして 3-3の点での平行線分が辺 Bであ
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り、もし辺 Bで立方体を作れば、Aの立方体の比が 3：2となる。 
 同じ方法で、もしＢが球体の直径であれば、それを 3：2の比に縮小さ
せる。辺Ｂを line of Solids上の 3-3でセクターを広げ、2-2の点での平
行線分をＡとする。Ａで球体を作れば、Ｂで作った球体との比が 2：3と
なる。 
 
このことは次の古代ギリシアの 3大問題(3大作図問題)に深く関連して
います。 

(1)示された立方体の体積を 2倍にするような辺の長さを作図せよ。 
(2)示された角の 3等分線を作図せよ。 
(3)示された円と同じ面積の正方形を作図せよ。 
(1)～(3)に挙げられた問題は実はすべて定木(目盛りのない定規)とコン
パスでは作図できないことが証明されています。 

 
(1)において元の立方体の一辺をaとおくと、その体積は  となる。
求める立方体の一辺を とおくと、その体積は を使ってb a     という

式で表せる。このことから結局は =b    を作図できればよいが、上に

述べたようにこの作図は不可能であることが証明されています。 
 
 
 
 
 

Line of Solidsの目盛はどうやって作られるの

か考えてみよう。 
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